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◎短期大学は私立が多く、全国に幅広く分布する二年制・三年制の大学であり、特に女性の社会進出に貢献している。
○短期大学の９５．０％が私立短期大学である
○全国に点在する地域密着型の短期の高等教育機関である
○人口３０万人未満の都市での立地が多い
○第三者評価機関（認証評価）により教育の質保証がなされている
○８９．２％が女子学生である
○四年制大学への編入ができる

◎短期大学は地域に根ざす身近な大学であり、多様な人材養成を行い卒業生が幅広い分野で活躍している。
〇６７．８％の自県内入学率であり特に地方においては自県内入学率が高い傾向である
〇７２．２％の自県内就職率である
〇６２．３％の専攻分野を活かした専門・技術的職業従事者の就職率である
（幼稚園教諭・小学校教諭・司書・保育士・栄養士・調理師・看護師・美容師・介護福祉士・歯科衛生士・臨床検査技師・自動車整備士等）
○社会人学生が多い（生涯学習）

◎短期大学は地域コミュニティとしての役割を果たしている。
○私立短期大学は建学の精神や教育目標に基づき地域の住民や自治体・企業等との交流が活発である
○地方公共団体等と協力し地方創生や地域の活性化に取り組んでいる（共同イベント等）
○高い自県内入学率と就職率で地域貢献の役割を果たし地域コミュニティとしての基盤的存在である
○地域貢献のために地域の学習ニーズへ対応している
○地域貢献に適した規模の大学である
○地域貢献に積極的な学生や教職員がおり校地・校舎・図書館等の教育資源も十分に整備されている
○高大連携・接続により地方創生・地域の活性化を推進しており地域に愛される高等教育機関である

短期大学の振興が地方創生・地域活性化に繋がる
若者の雇用・地域定着には短期大学を活用することが重要

少子化により私立短期大学の財政基盤が悪化傾向→公的支援が必要
地方創生に貢献する短期大学に対して、まち・ひと・しごと創生からの支援を強化
する方策等の検討をお願いしたい

地方大学の振興及び若者雇用等に関する私立短期大学の意見
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